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<参考 ⑥ 生産・販売及び産地状況について＞ 

大阪府では平成 17年に試験的に導入され、平成 27年現在約８ha栽培されていま

す。無加温栽培が中心で、７月中旬～９月末に出荷され、大部分が直売などで販売さ

れているとともに、一部では市場出荷も行われています。 

一方、販売については、大阪府でも全国の様々な産地のシャインマスカットが販売

されています。 

 

（１） 産地の動向 

◎ 入荷量 

平成 26 年大阪府中央卸売市場へは、全国の産地からシャインマスカットが入荷し

ています。産地は、北海道、沖縄を除く全国に広がり、年間入荷量は、山梨県、長野

県、大阪府、岡山県、広島県、香川県が３ｔを超え、以下福島県、鳥取県、佐賀県と

続きます。山形県、和歌山県、福岡県ついては過去に出荷実績がありますが、平成 26

年は出荷されていません。 

一方、平成 25年京浜市場へは、山梨県、長野県、岡山県がそれぞれ年間３３４ｔ、

２３０ｔ、４４ｔの入荷実績を持ち、市場の９７％を占めています。 

いずれの産地も最近２、3年で 2倍から 6倍に入荷量が増えましたが、これは品種

登録と同時に全国で一斉に栽培が開始された結果によるものと思われます。 

 

◎ 単価 

平成 26年大阪府中央卸売市場における平均単価は、最近の 4年間では、各府県と

も大幅な下落、上昇はありませんが、産地間には大きな価格差があります。 

産地間の価格は、３ｔを超える入荷量実績のある産地で比較すると、大阪府の年平

均単価は、他産地の約 1/2以下の 1,191円/kgとなっています。 

平成 25年京浜市場における主要３県（山梨県、長野県、岡山県）の年平均単価は、

大阪府中央卸売市場の単価と比較するとそれぞれ、478円/kg、681円/kg、621円

/kg高くなっています。 
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○日本園芸農業協同組合連合会集計 

○京浜市場のデータは、東京都中央（築地、太田、淀橋、豊島、北足立、葛西、世田谷、板橋、

多摩 ニュータウン）、三鷹市、横浜市（本場、南部）、川崎（北部、南部）の各市場合計。 
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○日本園芸農業協同組合連合会集計。 

○京浜市場のデータは、東京都中央（築地、太田、淀橋、豊島、北足立、葛西、世田谷、板橋、多摩 

ニュータウン）、三鷹市、横浜市（本場、南部）、川崎（北部、南部）の各市場合計。 

 

（２） 産地の取組 

山梨県では、品種登録時から試験販売を行い、流通関係者からの意見である「出荷

規格の統一」、「販売先の絞り込み」、「販売推進活動 2年以上」に努めてきたほか、糖

度 18度以上の生産物出荷にも心掛けてきました。 

また、長野県では、県の推奨品種として品質の向上を図り、岡山県では、マスカッ

ト・オブ・アレキサンドリアや瀬戸ジャイアンツ同様に高級嗜好品として位置付けて

きました。これらの各産地の努力が現在の高価格評価に繋がっていると言えます。 
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＜資 料 ハウスピオーネ省力栽培指針＞  

（H10 大阪府中央農業技術指導センター作成資料より一部抜粋） 

１ 整枝せん定の考え方 

①長梢せん定と短梢せん定 

  岡山県では現在無核ピオーネが４５０㌶

を越えており、全国の主力産地となってい

る。すべて短梢せん定であり、この整枝法

が成功の秘訣であると言える。 

  しかし、長梢せん定でうまくつくりこな

している産地もあり、短梢せん定でないと

ダメとは言えない。 

                                     

②大阪で導入する場合の考え方 

  《長梢せん定》 

  ◎デラウェアで経験があり、馴染みやすい。 

  ◎ピオーネは樹勢が旺盛であることから、夏季の新梢管理が一番問題になると思われ

る。長梢では、新梢の徒長を押え、摘心をする管理が面倒になる。 

  ◎ハウス栽培を前提としているが、波状型のハウスでは収穫時まで天井ビニールを全

面残すことは無理である。１枚おきに除去するにしてもどうしても雨を避けること

ができないので、多少の裂果は覚悟する必要がある。 

  

 《短梢せん定》 

  ◎新梢の位置が揃っているので、新梢管理、ジベレリン処理など省力的に行える。 

  ◎枝下げができるので、樹勢の調節がやりやすく、夏季の新梢管理も容易である。 

  ◎短梢せん定は苗木の定植時に植栽位置を決めておかないと後から変更ができない。 

  ◎従来のぶどう棚では短梢せん定の枝管理が難しく、作り替える必要がある。 

 

③大阪でのピオーネの整枝せん定をどうするの

か⇒短梢の考え方を導入した長梢せん定とする 

 ○亜主枝は側枝並みとし、主枝に４～５本つけ、 

 結果母枝は毎年更新し、短梢せん定とする。 

  ○樹冠の拡大期は亜主枝を太らせない、芽かき 

 と更新せん定の徹底。 

  ○結果母枝の芽かきは主幹部に近い部分では 

強く（先端２～３芽をかく）、遠い部分では 

弱くする（先端１芽をかく） 

▲短梢せん定 
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★★ 短梢せん定の樹形の作り方 ★★ 

（１）植付け１年目 

・苗木から発生した新梢を１本選び、支柱へ誘引しながら伸ばし、棚に達したら棚面に

誘引する。棚下５０ｃｍくらいの位置に発生した副梢を残し、反対側へ誘引しながら棚

上に伸ばす。 

・ＷＨ型短梢せん定では主枝間隔２ｍで８本必要になるので、まず外側の主枝４本から

形成していく。生育が旺盛であれば、１年目で外側の主枝の位置まで伸ばすことができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主枝延長枝から発生する副梢は２～３葉で摘芯しておく（主枝延長枝が肥大しすぎる

のを防ぐ）。主枝の先端は７月下旬～８月上旬に摘芯し、その後先端から発生する副梢

は半月ごとに摘芯し、主枝延長枝が扁平、長大とならないようにする。 

・冬のせん定では摘芯した位置

より短い部分で主枝を切り返

す。この時節間が短くなった部

分で切るとよい。 

 

（２）植付け２年目 

・２年目に入ると８本の主枝候補の枝が確

保できるので、それぞれ主枝位置に誘引し

ていく。ただし、内側の左右の主枝の発生

位置は２芽以上の間隔をあけ、主幹部へ返

すように誘引する（図）。主枝候補の新梢

は幹線にぶら下げるように誘引する。主枝

延長枝から発生した副梢は１年目と同様、

２～３葉で摘芯する。また主枝延長枝以外では果実を着果させてもよい。 

・冬のせん定で主枝延長枝の切返位置は２０芽までとし、あまり長くしない。 

 

(３)植付け３年目以降 

・主枝延長枝はさらに伸ばし、所定の位置にくれば先端を摘芯しておく。そのほかの管
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理は１年目、２年目に準ずるが、２年目に延ばした主枝の部分には着果させ、冬は１芽

せん定を行う。 

（４）せん定の方法 

  せん定は１芽せん定が基本で、左図のように２

芽目の節のところで切る（犠牲芽せん定） 

この芽は基部のところにあると、わかりにくく、

実際には２芽目を残している場合も多い。 

 

 

（５）結果枝がはげ上がった場合 

 ピオーネは発芽しないことがよく

あり、そのままでは新梢本数が確保で

きなくなる。 

 そこで、その部分の芽を確保するた

めに、それより先端部の新梢を元へ返

しながら誘引して芽を確保する必要

がある。 

 

（６）短梢せん定の新梢の誘引 

 主枝は幹線の針金にぶら下げる。新梢は側

線に乗せるように誘引する。 

収穫時期には側線からたれている新梢先端

部分を摘芯しておく。 
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２ 摘粒 

目標とする果房          

穂軸の長さ：５～６ｃｍ、車 数：８～１０車、着粒数：３０～３５粒           

一 粒 重：１２ｇ以上、一房重：４００ｇ～５００ｇ                         

    

・１回目摘粒 

 １回目の摘粒はなるべく２回目ジベ処理までに実施する。 

 支梗（車）を８段～１０段残す

ことを目標に、それより支梗の数

が多い場合は肩の部分から除去す

る。しかし、房先のまとまりが悪

い場合は房先を切りつめてから支

梗の数を調整する（下図）。穂軸は

もうほとんど伸びないので、長さ

を５～６cmに調整する。 

 着粒数が多い場合は、手で揉むようにして摘粒する。３５～４０粒を目標に。 

 この時期に高温（日中３５℃以上）に遭遇すると花振いすることがあるので温度管理

には注意する。 

 

・２回目摘粒 

  ２回目ジベレリン処理のあと、小粒果や内側に向いた粒を取り除き、外を向いた

果粒を残すようにする。また果粒の肥大状況をみながら仕上げの摘粒の程度を決める。

時期は早いほうがいいが、果粒の肥大程度の見極めができない場合があるので、その

ような時は袋かけ、あるいは水まわりのころを最終とする。果粒数の目標は１房あた

り３０粒程度とするので、１支梗あたり４粒程度の着粒となる。 

〈注意事項〉 

☆摘粒の時、小果梗が残ると他の果粒に傷をつけるので、小果梗まで切り取ること。 

☆大きな果房は着色不良となりやすいので、穂軸の切込みは確実に実施する。摘粒

が遅れた場合は下図のようにらせん状に粒を間引くとよい。 
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３ 施肥 

ピオーネはチッ素肥料に敏感なのでチッ素過多にならないように注意する。 

１０ａあたりの年間の成分量はチッ素で８㎏、リン酸で８㎏、カリで８㎏程度とし、全

量を１０月ごろに施用する。追肥は特に必要がない。 

９月には有機質の補給として牛糞たい肥などを１０ａあたり２トン程度施用するが、

株元に重点的にマルチ状に施用するとよい。また土壌水分を保持するために株元に敷わ

らをするのも効果的である。 

土壌の酸度はｐＨ６．５程度になるよう、苦土石灰などを施用する。また若木の間は

苦土欠が出やすいので、苦土の施用量を多めにする。 
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＜編集後記＞  

本マニュアルは、試験研究機関での試験や現地試験園の調査ならびに府内生産

者の栽培状況調査結果を活用し、作成したものです。 

 本マニュアルが、大阪府内のぶどう生産者が新たな品種として「シャインマ

スカット」を導入する場合の参考になれば幸いです。  

 

                            平成 28年３月 

  《編集・発行》                    

   大阪府 

  《編集協力》 

地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所 

   大阪府果樹振興会 



 

 

平成 28年３月発行 

 大阪府環境農林水産部農政室推進課 

 〒559-8555 大阪市住之江区南港北 1-14-16 

 代表：06-6941-0351 

※このマニュアルは、   部作成し、1部あたりの単価は  円（税込）です。 


